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98次確認調査が終了しました 

 寒い季節が過ぎ、暖かい風が吹く季節となりました。平成 30年 5月 14日よ

り開始した 98次確認調査も、平成 31年 3月 28日をもって終了となりました。 

 今次調査は、奈良平安時代（律令期）の正倉建物の有無、その建物構造や配

置などの把握を目的として調査を進め、正倉建物を確認することができました。 

調査の一番の成果は、正倉建物がほぼ同じ場所で掘立柱建物から礎石建物へ

拡張して建て替えられていたことを確認できたことです。また、確認した弥生

時代から近世までの遺構･遺物から律令期以前･以降における周辺での土地利用

を把握することができたことも成果のひとつと言えます。 

 約 1年間の発掘調査でしたが、このような大きな成果を出すことができまし

た。調査の実施にあたり、地域の皆さまにはご理解とご協力をいただきました

ことをお礼申し上げます。平成 31年度以降も継続して確認調査を行っていきま

すので、よろしくお願いいたします。 
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 掘立柱建物と礎石建物の重複部分 

 礎石建物拡張部分 

 礎石落とし込み穴 

 

★98次調査区は周辺での調査と比較検討するために、数カ月の間現状のまま調査区を保存します。

近隣の皆さまにはご不便をおかけしますが、ご理解いただきますようお願いいたします。 



31年度の調査予定地 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度はこのような予定で発掘調査を進めていきます。調査中は、現地見学

会など調査活動の公開をしておりますので、お気軽にお立ち寄りください。 
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お薬師さま 

【①】 

●調査期間 

 許可日～6月 

【②-1】 

●調査期間 

 許可日～3月 

【③】 

●調査期間 

 7月～3月 

②-2 

【②-2】 

●調査期間 

 6月～3月 

③ 

① 

98次調査区 


